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から実行するべきプロジェクトを選択するモデルにおいて、耐戦略性と拒否権所有者の非存在という望ましい二つの性
質を満たすメカニズムが存在するための、最も重要な選好の最大定義域は、分離性を満たす選好の集合であることを示
した。また、密接に関連する応用ゲーム理論領域において、大規模な協調ゲームを用いた第二言語選択の理論モデルを
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 exist nontrivial strategy-proof rules. We establish that the set of separable preferences is a maximal do
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rdination game model of second-language acquisition.
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１．研究開始当初の背景 

 近年のメカニズムデザインについての実

証、実験研究で明らかにされてきたことは、

参加者がお互いの選好を知らないという不

完備情報下において、耐戦略性を満たす制度

は「かなり実戦で使える」ということである。

耐戦略性とは、各制度で自分の私的情報を正

直に公表することが、自分以外の参加者の行

動に関わらずベストであるというかなり強

い要請である。アメリカ合衆国において実施

されている病院－研修医マッチング制度は、

参加者が大人数の際には漸近的に耐戦略性

が満たされることが知られており、この制度

の成功は耐戦略性を満たすことの重要性を

よく示している。 

公共財供給制度はマッチング制度に比較

するとまだ現実社会で大きく成功している

とは言い難い。しかし、「国際的に必要とさ

れる公共財のために各国政府、もしくは民間

機関がどのように資金を供給するか」という

国際的な問題から、「地域問題を解決するＮ

ＰＯにどう各個人が資金を供給するか」とい

う身近な問題まで、公共財供給制度の応用範

囲は多岐にわたっており、公共財供給制度の

研究と現実への応用はマッチング制度に勝

るとも劣らない重要性を持っている。 

本研究で解決を目指す主要な課題は、いく

つかの公共財供給制度が現実に利用可能か

どうかを判断する上でも重要な判断材料と

なるものである。 

 

２．研究の目的 

一般に参加者の選好の取り得る範囲である

定義域が狭いほど、多くの望ましい性質を満

たすメカニズムが存在し、定義域が広くなる

ほど望ましい性質を満たすメカニズムは存

在しにくくなる。では、どれくらい選好の定

義域を広くしても望ましいメカニズムが存

在し続けることができるのだろうかという

疑問が生じる。これが選好の最大定義域の問

題である。本計画では、特に公共財供給制度

についての重要でかつ未解決な最大定義域

問題を解くことを主な目的としている。ただ

し、密接に関連する公共経済学、ミクロ経済

学、ゲーム理論分野における他の重要な理論

研究課題が存在すればそれは排除せず、積極

的に取り組むこととしている。 

 

３．研究の方法 

 本計画での研究はすべて理論的なもので

ある。主要課題の詳細は以下の「４．研究成

果(1)」において示されているが、これにつ

いては、ジローナ大学のドロス・ベルガ教授、

大阪大学の芹澤成弘教授と共同で研究を実

施した。また、「４．研究成果(2)」において

示されたものは、研究課題と密接に関連する

応用ゲーム理論分野における理論研究であ

り、これは単独で行われた。 

 

４．研究成果 

(1) 一般に参加者の選好の取り得る範囲で

ある定義域が狭いほど、多くの望ましい性質

を満たすメカニズムが存在しやすい。一方、

広い定義域で望ましい性質を満たすメカニ

ズムほど、その適応範囲が広くなる。では、

どれくらい選好の定義域を広くしても望ま

しいメカニズムが存在し続けるのだろうか

という疑問が生じる。これが選好の最大定義

域問題である。この問題は、メカニズムデザ

イン研究の中で重要な位置を占めており、さ

まざまなモデルで分析されている。本年度、

本研究課題の代表者は大阪大学の芹澤成弘

教授、ジローナ大学のドロス・ベルガ教授と

共同で、公共プロジェクトのリストの中から

実行するべきプロジェクトを選択するモデ

ルにおいて、選好の最大定義域の問題に取り

組み、これを完成させた。実行するべきプロ

ジェクトはひとつでも複数でもよい。このモ

デルは公共経済学の基礎理論において重要

なもののひとつである。この問題において、



耐戦略性と拒否権所有者の非存在という望

ましい二つの性質を満たすメカニズムが存

在するための、最も重要な選好の最大定義域

は、分離性を満たす選好の集合であることが

示された。選好の分離性とは、あるひとつの

公共プロジェクトを実行するべきか否かを

単独で考え、実行されるべきであると判断し

た場合は、リスト上の他の公共プロジェクト

が実行されているか否かに関らず、必ず実行

されるべきと考える選好である。この研究は、

過年度より継続的に行われていたものであ

るが、本年度完成し、国際ジャーナルに掲載

された。 

 

(2) 特に英語を想定して、ひとつの言語が世

界的な基軸言語となる条件を考察すること

を目的とし、以下のようなゲームを構成した。

１．簡単のため４か国（地域）存在する。（５

か国以上でも主結果は変わらず。）２．各国

の市民は母国語を話せる。３．市民が他国の

言語を習得するにはコストがかかる。また、

最大で１か国語しか外国語は習得できない。

習得する言語の選択が戦略に当たり、純粋戦

略のみを考える。４．市民の外国語習得によ

る利得は、その外国語によりコミュニケーシ

ョンをとることのできる外国人の数に対し

線形とした。予測される期待純利得と、言語

習得コストの対比から、実際に外国語を習得

する人数が決まる。５．均衡条件は、国内の

他の市民とは提携的行動を認める、強ナッシ

ュ均衡の一種を採用した。 

 まだ分析の途中ではあるが、このゲームに

おいて、現在のところ、以下の結果が得られ

ている。１．均衡において必ず基軸言語（す

べての他国市民が選択する言語）が生まれる。

２．人口が第２位以下の国の言語が基軸言語

になりやすいのは以下の時である。人口が第

１位の国の人口と比較して第２位の国の人

口が大きい。人口が第３位の国の人口が大き

い。人口が第４位の国の人口が大きい。外国

語習得から得られる純利得が言語習得コス

トと比較し大きい。３．もし３か国しか存在

しない場合、人口が第１位の国の言語が必ず

基軸言語になる。 
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